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一般会計
予算額　398億 2,901万円
( 繰越明許費繰越額　12 億 1,901 万円含む )

　9月末現在の一般会計の予算額は、補正予算や前年度からの繰越分を含め 398億 2,901
万円となっており、前年同期比では 7億 2,516 万円の減となっています。
　収入済額は、前年度の上半期と比較して、市税が約 5 千万円増、地方交付税が約 1
億 4千万円増となっていますが、全体では約 1億 5千万円の減収となっています。
　支出済額は、消防費で約 1 億 4 千万円増となっているほか、公債費や民生費なども
増となっており、全体では約 4億 5千万円の増で推移しています。
　予算執行に際しては、最小の経費で最大の効果が得られるよう努めます。

農林水産業費
○市単土地改良事業（水路改良など）

衛生費
○太陽光発電設備設置補助事業
○乳児紙おむつ支給事業
○クリーンセンター整備事業

土木費
○浸水対策事業
○塩谷・小山線街路改築事業
○住宅リフォーム助成事業
○市単道路改良事業

消防費
○新宮分遣所等建設事業
○消防・防災センター（仮称）
　建設事業

教育費
○小中学校教育用
  パソコン等更新事業
○書道パフォーマンス甲子園
○長津公民館新築事業
○小中学校施設耐震化事業

総務費
○防犯灯ＬＥＤ化
○市民文化ホール建設事業
○デマンドタクシー運営

民生費
○地域生活支援事業

商工費
○企業立地促進事業
○基幹産業振興事業

177億 7,543万円

収入済額

執行率44.6％

141億 8,589万円

支出済額

執行率35.6％



会 計 名 収入済額 支出済額 差引額
国民健康保険事業 41億 4,619万円 42億 5,610万円 △ 1億 991万円

国民健康保険診療所事業 1,934万円 7,325万円 △ 5,391万円

介護保険事業 32億9,625万円 35億2,434万円 △ 2億2,809万円

住宅新築資金等貸付事業 531万円 3,661万円 △ 3,130万円

公共用地先行取得事業 0 1,647万円 △ 1,647万円

福祉バス事業 94万円 622万円 △ 528万円

港湾上屋事業 3億5,347万円 1億 3,282万円 2億2,065万円

西部臨海土地造成事業 16億 9,292万円 5億3,912万円 11億 5,380万円

金子地区臨海土地造成事業 1億620万円 769万円 9,851万円

寒川東部臨海土地造成事業 10億 9,184万円 8億5,540万円 2億3,644万円

下水道事業 3億3,713万円 10億 4,105万円 △ 7億392万円

駐車場事業 1,496万円 520万円 976万円

介護サービス事業 2億1,929万円 3億9,911万円 △ 1億7,982万円

簡易水道事業 2,612万円 5,920万円 △ 3,308万円

介護予防支援事業 1,549万円 2,410万円 △ 861万円

後期高齢者医療保険事業 4億 883万円 4億 1,775万円 △ 892万円

財産区管理会 5,465万円 49万円 5,416万円

合計 117億 8,893万円 113億 9,492万円 3 億 9,401万円

※港湾上屋事業は、
　繰越明許費繰越額 2,766 万円を含む
※西部臨海土地造成事業は、
　継続費逓次繰越額 922 万円を含む
※下水道事業は、
　繰越明許費繰越額 1億 811 万円を含む

特別会計
■特別会計は、特定の事業を行う場合

　に一般会計と区分して経理する会計

　です。

会 計 名 収 入 支 出

水道事業 収益的 9億9,628万円 4億 6,925万円

資本的 2億2,081万円 6億 672万円

簡易水道事業 収益的 5,850万円 2,784万円

資本的 926万円 1,854万円

工業用水道事業 収益的 19億 4,223万円 8億4,754万円

資本的 6,700万円 9億 9,621万円

公営企業会計
■公営企業会計は、民間企業と同じように、事業で収益

　を上げて、運営されている会計です。

●市民一人当たりの借入残高

平成 25 年度上半期
130 万円

平成 24 年度
132 万円

●市民一人が負担した市税　101,582円

固定資産税
64,082円

軽自動車税
2,362円

市民税
31,376円

入湯税
6円

市たばこ税
3,756円

※平成 25 年 9 月末現在の住民基本台帳人口 91,868 人を基に計算●市民一人に使われた予算　154,415円

衛生費
10,569 円

消防費
8,789 円

公債費
28,999円

総務費
14,631 円

教育費
18,399 円

民生費
49,901 円

土木費
11,305 円

その他
2,333 円

商工費
6,427 円

農林水産業費
3,062 円

市債の残高
会 計 名 金  額 前年同期 前年比較

 一般会計    457億 6,543万円    425億 6,241万円  △ 32億 302万円 

 特別会計    363億 7,279万円    392億 5,051万円  △ 28億 7,772万円 
 水道事業会計     82億5,813万円     90億 4,934万円  △ 7億 9,121万円

 簡易水道事業会計     04億 6,270万円     04億 9,951万円  △ 3,681万円 
 工業用水道事業会計    287億 7,160万円    305億9,216万円  △ 18億 2,056万円 

合   計  1,196億 3,065万円  1,219億 5,393万円  △ 23億 2,328万円 

市の財産

 基 金 出資金
92億 6,458万円 20億5,762万円

 土 地 建 物 立 木
41,438,760 ㎡ 589,192 ㎡ 1,023,303

一般会計を
市民一人当たり
に計算すると…

■市の借金は毎年着実に減少しています。今後も借金の総額を減らすことで、財政運営の

　健全化に努めます。


